
活動報告 

団 体 名 一般社団法人ＲＱ災害教育センター 

活 動 名 西日本豪雨災害支援のための RQ広島の支援活動 

活動期間 2018年 7月～2018年 8月 

活動の成果 

７月末から集中的に活動をした家屋では、持ち主が甚大な被害のために解体も

検討されていたが、多くのボランティアの手で土砂や被災ゴミが撤去されたこと

で笑顔が戻り、家屋の再生を決意された。現在は流木や土砂、被災ゴミで埋め尽く

されていた前庭に花壇や菜園が誕生している。  

作業途中で発見されたアルバムなどの洗浄は、広島在住者を中心に行い、写真

は新しいアルバムに収めて１１月末に被災された方に返却し、大変喜ばれた。  

矢野地区に拠点を置いたことで、銭湯や毎朝のラジオ体操への参加等を通じて

地元のつながりも生まれ、地域からの信頼を得られた。ここからまだ手つかずの

ニーズの情報収集などにもつながった。  

2019年 1月には、現地での活動のご縁がつながり、矢野西小学校と矢野公民

館において、巻き寿司ワークショップを開催した。  

これまでの活動のつながりから、技術系ボランティア団体などと連携した活動

が可能となった。 

寄付者への 

メッセージ 

災害発生直後の活動資金が不安定な中で、ご支援をいただきありがとうござい

ます。  

いただいた支援金は拠点開設・運営のための諸費用や活動資機材、消耗品、燃料

等に使わせていただきました。10月末で緊急支援活動は終了しましたが、広島在

住のメンバーを中心に引き続き RQ広島としての活動は継続します。2014年豪

雨災害をきっかけにご縁のできた安佐北区可部地区とともに、矢野地区の方々と

今後も関係を築いていければと思います。 

 

（活動のようす） 



 
 


